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世界に目を向ける、
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没後400年
島津義弘ゆかりの地を辿る
NPO法人 かごしま探検の会 代表理事 東川 隆太郎
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　湧水町の栗野市街地の東北に位置する標高約253メート
ルの小高い丘は、島津義弘が天正18（1590）年に飯野城
（現在のえびの市）から移ってきた松尾城跡である。城の
北西には川内川が流れていて、天然の掘の役割をしてお
り、また城の本丸跡からの南西方向の眺望は頗る開けてい
ることから、山城として最高の立地といえるかもしれな
い。ただ、築城は義弘によるものではなく、鎌倉初期に栗
野院の地頭であった中原氏とされている。また、栗野の地
が島津氏の勢力下となるまでは、真幸院の在地領主であっ
た北原氏が居城していた。
　さて、松尾城跡は、山城としては珍しく石垣が施されて
いて、そしてそれらは現在も保存されている。これは義弘
が飯野城から移る際に、太田武篇之介という人物に改築を
命じた時のものとされ、この人物は、徳川家康が入る前の
江戸城を築いた太田道灌の子孫ともいわれている。石垣が
施されているのは、本丸の出入り口である虎口と呼ばれる
場所であり、約500個の野面石が、総延長52メートルに

積み上げられている。その上に位置する本丸の周囲には
低木の「しゃしゃんぼ」が植えられている。これは義弘
によって本丸の目隠しになるようにと植えられたものと
されている。「しゃしゃんぼ」には小さな紫色の丸い実
がつき、現在でも訪れる人々を楽しませてくれる。
　山城は発掘調査なども入念に行われていて、二之丸跡
からは、須恵器の皿や椀、少量の磁器などが発掘されて
いる。また珍しいのは、現在は湧水町の老人福祉セン
ターとなっている御厩城跡から「糸巻形トチン」が発見
されたことである。これは製陶を行う際に使用するもの
で、義弘が文禄の役から帰国した際に連行してきた朝鮮
陶工らに、松尾城においても窯を築かせていた可能性を
示すものでもある。今後のさらなる検証によって、栗野
の地が薩摩焼の発祥といわれる日がくるかもしれない。
松尾城の魅力がさらに広がる発見といえそうだ。
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この会報の愛称『アイム』は、鹿児島商工会議所
ビルの愛称と同じです。自己紹介の言葉“I

,
m...”は、

出会いの始まりです。“I”には「インフォメーショ
ン」「インテリジェント」、“m”には「メトロポリス」
「ミート」の意が込められています。

 月のスケジュール 鹿児島商工会議所

期日 件　　名

第109回下級珠算・暗算検定試験　於：各塾

ワンストップ専門相談会　13：30～16：00　於：13階

消費税軽減税率対策セミナー　13：00～15：00　於：4階アイムホール

お盆休業
お盆休業
かごしま検定申し込み締切

第217回珠算、第127回段位認定試験申し込み受付開始（～9/26迄）

第10回ビジネスマネージャー検定試験申し込み受付開始（～9/27迄）
消費税軽減税率制度導入対策セミナー　14：00～16：00　於：4階アイムホール

キャッシュレス決済導入セミナー　①14：30～17：30　於：4階アイムホール
　　　　　　　　　　　　　　　　②18：00～21：00　於：4階アイムホール

1 木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

火

水
木

金

土

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

27

28
29

30

31

※予定は変更になる場合があります。

8 

商業部会委員研修会
製造・整備・エネルギー部会委員研修会

中小企業のセキュリティー対策16

インフォメーション17
検定試験のご案内/
鹿児島市プレミアム付商品券使えるお店を募集します/
自動車総合共済のご案内/人権同和問題啓発強化月間/
協力雇用主募集のお知らせ

◆松尾（栗野）城跡 

肥
薩
線

湧水グラウンド
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九
州
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車
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103
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鹿児島商工会議所の議員改選を
行います

　
﹁
商
工
会
議
所
法
﹂
で
は
会
員
事
業

所
の
中
か
ら
、
地
域
商
工
業
者
の
代
表

と
し
て
議
員
を
選
ぶ
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
選
ば
れ
た
議
員
は
商
工
会

議
所
の
最
高
議
決
機
関
で
あ
る
﹁
議
員

総
会
﹂
の
構
成
員
と
し
て
、
商
工
会
議

所
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
意
思
決
定
を

行
い
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
議
員
は
、
商
工
会
議

所
の
最
高
議
決
機
関
で
あ
る
議
員
総

会
の
構
成
員
で
あ
り
、
会
員
や
地
域

の
商
工
業
者
の
代
表
と
し
て
、
商
工

会
議
所
の
運
営
や
諸
問
題
の
審
議
に

参
画
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
第
41
期
鹿
児
島
商
工
会
議
所
議
員

は
、
令
和
元
年
10
月
31
日
で
任
期
が

満
了
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
9
月
か

ら
10
月
に
か
け
て
第
42
期
議
員
（
任

期：
令
和
元
年
11
月
１
日
か
ら
令
和

4
年
10
月
31
日
）
の
選
出
が
行
わ
れ

ま
す
。

﹇
参
考
１
﹈

①
食
品
・
一
次
産
業
部
会

②
商
業
部
会

③
製
造
・
整
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

④
建
設
・
資
材
部
会

⑤
観
光
・
飲
食
・
交
流
部
会

⑥
運
輸
・
交
通
部
会

⑦
金
融
・
不
動
産
部
会

⑧
情
報
・
文
化
部
会

⑨
総
合
サ
ー
ビ
ス
部
会

　
当
商
工
会
議
所
で
は
、
広
く
商
工
業

者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
議

員
１
１
５
人
を
会
員
の
中
か
ら
選
出
し

ま
す
。
議
員
は
、
商
工
会
議
所
法
で
１

号
議
員
、
２
号
議
員
、
３
号
議
員
に
分

類
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
や

選
任
方
法
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
︵
平
成
28
年
８
月
１
日
よ
り
定
数
を

１
０
０
人
か
ら
１
１
５
人
に
変
更
し
て

い
ま
す
︶
。

　
３
号
議
員
は
、
会
員
の
中
か
ら
鹿
児

島
市
内
の
重
要
商
工
業
者
あ
る
い
は
学

識
経
験
者
を
、
会
頭
が
議
員
総
会
の
同

意
を
得
て
選
任
し
ま
す
︵
15
人
︶
。

　
２
号
議
員
は
９
つ
あ
る
部
会
ご
と
に
、

部
会
総
会
に
お
い
て
部
会
員
の
中
か
ら

選
任
さ
れ
ま
す
︵
９
部
会
合
計
35
人
︶
。

　
商
工
会
議
所
の
会
員
は
、
そ
の
事
業

内
容
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会

︵
参
考
１
︶
に
属
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
所
属
部
会
か
ら
選
出
す
る
２
号
議

員
の
選
任
権
と
被
選
任
権
を
有
し
ま
す
。

　※
各
部
会
の
総
会
の
開
催
日
時
や
場
所

に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
、
会
員

の
皆
さ
ま
へ
ご
案
内
致
し
ま
す
︵
開

催
時
期
10
月
初
旬
︶
。

議
員
と
は

議
員
の
種
類
と
選
挙
・

選
任
の
要
領

3
号
議
員
の
選
任

2
号
議
員
の
選
任

令和元年度は
鹿児島商工会議所の議員改選の年です



・
３
号
議
員
選
任
︵
臨
時
議

員
総
会
︶

・
２
号
議
員
選
任
の
部
会
所

属
会
員
な
ら
び
に
会
費
持

口
数
基
準
日

・
２
号
議
員
の
各
部
会
別
割

当
定
数
決
定
︵
常
議
員
会
︶

・
２
号
議
員
選
任
︵
各
部
会

総
会
︶

・
１
号
議
員
選
挙
告
示

・
立
候
補
受
付
開
始

・
選
挙
人
名
簿
縦
覧
開
始

・
立
候
補
締
切

・
選
挙
人
名
簿
縦
覧
終
了

・
選
挙
人
名
簿
確
定

・
１
号
議
員
の
選
挙
権
を
行

使
す
る
た
め
の
会
費
納
入

締
切

・
立
候
補
辞
退
届
締
切

・
１
号
議
員
投
票
予
定
日

・
会
頭
・
役
員
の
選
任
︵
第

42
期
新
議
員
に
よ
る
臨
時

議
員
総
会
︶

９
月
中
旬

９
月
下
旬

10
月
初
旬

10
月
中
旬

10
月
下
旬

11
月
以
降

議
員
選
挙
・
選
任
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

※
選
挙
日
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
9
月
号
に
て

　
改
め
て
お
知
ら
せ
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
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鹿児島商工会議所の議員改選を
行います

（
注
１
）
特
定
商
工
業
者
と
は

　
毎
年
４
月
１
日
現
在
、
鹿
児
島
市

内
︵
旧
５
町
お
よ
び
、
旧
谷
山
地
区

の
一
部
を
除
い
た
鹿
児
島
市
内
︶
に

本
社
を
は
じ
め
、
支
店
、
営
業
所
を

設
け
て
か
ら
６
ヵ
月
以
上
経
過
し
た

商
工
業
者
の
う
ち
、
①
資
本
金
ま
た

は
払
込
み
済
出
資
総
額
が
３
０
０
万

円
以
上
、
②
常
時
使
用
す
る
従
業
員

が
20
人
︵
商
業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
業

は
５
人
︶
以
上
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
方
。

　
負
担
金
年
額
２
５
０
０
円
を
納
付

し
て
い
る
特
定
商
工
業
者
に
は
、
１

号
議
員
の
選
挙
権
１
個
が
与
え
ら
れ

ま
す
。

　
１
号
議
員
選
挙
は
、
議
員
の
定
数
１

1
5
人
の
う
ち
65
人
を
投
票
で
選
出
す

る
制
度
で
す
。
選
挙
権
は
会
員
と
特
定

商
工
業
者
︵
注
１
︶
が
有
し
、
被
選
挙

権
は
会
員
の
み
が
有
し
ま
す
。

■
会
員
は
誰
で
も
立
候
補
で
き
ま
す

　
会
員
は
誰
で
も
立
候
補
で
き
、
他
の

会
員
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
会
員
で
な
い
特
定
商
工

業
者
に
は
、
そ
の
権
利
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
立
候
補
は
10
月
中
旬
︵
予
定
︶
の
選

挙
告
示
日
よ
り
当
商
工
会
議
所
で
受
け

付
け
ま
す
。

■
選
挙
権
に
つ
い
て

　
会
員
に
は
会
費
の
口
数
と
同
数
の
選

挙
権
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
１
会
員

あ
た
り
の
票
数
は
50
個
以
下
に
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
商
工
業
者

に
も
、
一
律
１
個
の
選
挙
権
が
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
、
１
口
会
員
で
特
定
商
工

業
者
で
も
あ
る
場
合
は
２
個
、
50
口
会

員
で
特
定
商
工
業
者
で
も
あ
る
場
合
は

51
個
の
選
挙
権
を
行
使
で
き
ま
す
。

■
会
費
の
納
入
は
お
早
め
に

　
会
員
と
特
定
商
工
業
者
は
選
挙
権
を

有
し
ま
す
が
、
当
所
が
定
め
る
納
入
期

限
︵
10
月
中
旬
頃
︶
迄
に
会
員
は
令
和

元
年
度
会
費
を
、
特
定
商
工
業
者
は
令

和
元
年
度
負
担
金
を
納
付
し
て
い
る
こ

と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

■
選
挙
人
名
簿

　
商
工
会
議
所
は
選
挙
権
を
持
つ
会
員

を
記
載
し
た
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま

す
。
名
簿
に
な
い
会
員
は
選
挙
に
参
加

で
き
ま
せ
ん
。
選
挙
人
名
簿
は
10
月
中

旬
よ
り
縦
覧
し
、
そ
の
間
、
異
議
申
し

立
て
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
１
号
議
員
の
決
定
に
つ
い
て

　
立
候
補
者
の
総
数
が
65
人
を
超
え
な

い
場
合
に
は
、
投
票
は
行
わ
れ
ず
、
候

補
者
全
員
が
当
選
と
な
り
ま
す
。

　
65
人
を
超
え
た
場
合
に
は
当
商
工
会

議
所
で
投
票
と
な
り
ま
す
。

1
号
議
員
の
選
任

商工会議所議員は議員総会に出席し、様々な審議に参画
する重要な役割を担う
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TALK

世
界
に
目
を
向
け
る
、
そ
し
て
鹿
児
島
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
て

QA

QA

さの あきら さん（62歳）
兵庫県出身
1981年  3月　神戸大学医学部医学科卒業
1985年  3月　愛媛大学大学院医学研究科博士課程修了（医学博士号取得）
1985年  4月　愛媛大学医学部助手
1986年  8月　米国ミシガン大学精神衛生研究所で研究に従事
1988年  8月　愛媛大学医学部助手
1992年  1月　愛媛大学医学部附属病院講師
1993年11月　新居浜精神衛生研究所附属新居浜精神病院医師
1994年  6月　愛媛大学医学部附属病院講師
1996年  9月　愛媛大学医学部助教授
2002年  9月　鹿児島大学医学部教授
2003年  4月　鹿児島大学大学院医歯学総合研究科教授
2013年  4月　国立大学法人鹿児島大学 医学部長
　　　　　　　  国立大学法人鹿児島大学教育研究評議会評議員
2017年  4月　国立大学法人鹿児島大学大学院医歯学総合研究科長
2019年  4月　国立大学法人鹿児島大学 学長

国立大学法人鹿児島大学

学長 佐野 輝さん

TALK

　
4
月
に
学
長
に
就
任
。
ど
の
よ
う
な

大
学
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？ 

　
目
指
す
は
グ
ロ
ー
カ
ル
教
育
研
究
拠

点
で
す
。
地
域
に
立
脚
し
、
世
界
に
羽

ば
た
く
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
郷
土
愛
の
強
い
学
生
が
多
い
の
で
す

が
、
さ
ら
に
鹿
児
島
へ
の
理
解
と
愛
着

を
深
め
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
卒

業
後
も
鹿
児
島
に
定
着
し
、
活
躍
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

﹁
地
域
人
材
育
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
﹂
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
て
い

ま
す
。
﹁
鹿
児
島
学
﹂
と
も
言
え
る
内
容

で
、
鹿
児
島
を
知
り
、
鹿
児
島
に
夢
を
持

て
る
よ
う
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、﹁
大
学
と
地
域
﹂︵
全

学
必
修
科
目
︶
の
最
初
の
講
義
は
私
が
担

当
し
、
学
生
に
思
い
を
伝
え
ま
す
。
そ
し

て
、
２
回
目
の
講
義
は
県
知
事
を
招
き
、

鹿
児
島
の
魅
力
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
２
年
生
・
３
年
生
が
参
加
す
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
期
間
を
長
め
に
設

定
し
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
︵
課
題
解
決
型
学
習
︶
を

導
入
。
現
場
で
課
題
を
見
つ
け
、
考
え
る

機
会
を
つ
く
り
、
理
解
を
深
め
ま
す
。

　
そ
し
て
教
育
の
も
う
一
つ
の
柱
は
、
国

際
的
な
感
覚
を
養
う
こ
と
。﹁
海
外
で
学
び

た
い
﹂
と
い
う
学
生
に
対
し
て
は
﹁
進
取

の
精
神
﹂
支
援
基
金
︵
個
人
・
企
業
・
団

体
か
ら
の
寄
附
金
︶
か
ら
経
済
的
支
援
を

行
い
ま
す
。
帰
国
後
に
活
動
発
表
も
あ
る

の
で
す
が
、
素
晴
ら
し
い
体
験
を
し
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
﹁
稲
盛
和
夫
基

金
﹂︵
鹿
児
島
大
学
名
誉
博
士
の
稲
盛
和
夫

氏
の
寄
附
金
︶
を
活
用
し
て
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
︵
U
C
L
︶

に
大
学
院
生
を
派
遣
し
、
１
年
間
の
留
学

費
用
を
支
援
す
る
事
業
を
設
立
し
ま
し
た
。

薩
摩
藩
英
国
留
学
生
の
21
世
紀
版
、
と
い

う
感
じ
で
す
ね
。

　
研
究
拠
点
と
し
て
の
地
域
貢
献
に
つ
い

て
は
い
か
が
で
す
か
？

　
鹿
児
島
県
は
南
北
に
長
く
、
離
島
も
多

い
。
広
大
な
海
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
多
様

な
自
然
環
境
が
見
ら
れ
、
個
性
あ
る
文
化

と
歴
史
、
豊
か
な
産
業
が
根
付
い
て
い
ま

す
。
研
究
の
芽
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う

の
は
大
き
な
強
み
で
す
。
鹿
児
島
大
学
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
研
究
を
し
て
い
く
。
同

時
に
そ
れ
は
、
地
域
に
役
立
つ
も
の
で
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
例
を
挙
げ
ま
す
と
、

温
泉
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
活
用
、

竹
の
廃
材
を
使
っ
た
発
電
、
水
産
養
殖
の

エ
サ
の
開
発
、
と
い
っ
た
研
究
が
鹿
児
島

大
学
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
唯
一
﹁
焼
酎
学
﹂
と
い
う
コ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
職
人
が
見
聞

き
し
て
習
得
し
て
き
た
技
術
を
、
科
学
的

な
切
り
口
で
理
解
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

社
会
人
向
け
の
﹁
焼
酎
マ
イ
ス
タ
ー
養
成

コ
ー
ス
﹂
と
い
う
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
他
大
学
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、

学
部
の
垣
根
を
越
え
た
研
究
事
例
も
増
え

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
農
学
部
・
水
産
学

部
・
医
学
部
が
参
加
す
る
﹁
黒
膳
研
究

会
﹂
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
鹿
児
島

の
黒
の
食
材
に
特
化
し
た
研
究
で
、
企
業

様
の
協
力
も
い
た
だ
い
て
﹁
薩
摩
黒
膳
弁

当
﹂
が
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
取
組
は
、
産
業
界
の
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受

入
先
、
研
究
へ
の
参
加
、
多
大
な
る
寄
附

金
と
、
多
く
の
企
業
様
の
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の
応
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



﹁
元
気
に
働
く
﹂
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
で

企
業
と
人
を
支
援
す
る

商
工
会
議
所
の
支
援
が

事
業
発
展
の
足
が
か
り
に

鹿
児
島
を
元
気
に
す
る
た
め
に

力
を
尽
く
し
ま
す

　
私
た
ち
の
仕
事
は
、
働
く
人
の
心
と
体

の
健
康
を
保
つ
た
め
の
お
手
伝
い
を
す
る

こ
と
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
軸
に
産

業
保
健
関
連
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
法
人
向
け
に
は
Ｅ
Ａ
Ｐ
︵
従
業
員
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
︶
を
提
供
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
、
従
業

員
研
修
、
復
職
者
の
職
場
適
応
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
、
職
場
の
健
康
増
進
を
支
援
し
ま

す
。
一
方
、
個
人
向
け
の
支
援
と
し
て
は
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
も
運
営
。
医
療

機
関
と
連
携
し
て
、
専
門
性
の
高
い
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、
心
療
内
科
医
で
あ
る
私
の
母

が
起
ち
上
げ
た
も
の
で
す
。
も
と
も
と
は

武
井
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
︵
内
科
・
心
療
内

科
︶
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
っ
と
幅

広
く
展
開
す
る
た
め
に
事
業
を
独
立
さ
せ

た
と
い
う
わ
け
で
す
。
2
0
1
3
年
に
私

が
代
表
を
引
き
継
ぎ
、
こ
の
と
き
に
社
名

を
現
在
の
も
の
に
改
称
し
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
提
携
医
療
機
関
の
患
者
さ
ん
が

中
心
で
し
た
。
医
療
と
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
両
面
か
ら
支
援
で
き
る
と
い
う
の

は
私
た
ち
の
強
み
で
す
。
専
門
性
の
高
さ

を
武
器
に
産
業
保
健
分
野
に
力
を
入
れ
る

よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
法
人
向
け
の
仕

事
の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
代
表
に
な
っ
て
か
ら
、
エ
キ
ス

パ
ー
ト
バ
ン
ク
制
度
に
登
録
。そ
の
後
、経

営
相
談
も
お
願
い
し
て
み
る
と
、
担
当
の

方
が
当
社
の
事
業
に
理
解
を
示
し
て
く
れ

た
の
で
す
。﹁
こ
の
事
業
は
伸
び
ま
す
！
﹂

と
言
わ
れ
、
す
ご
く
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。そ
し
て
、ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
中
で

﹁
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
﹂の
紹
介

も
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、就
労
世

代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
障
害
改
善
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
発
。か
な
り
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　﹁
企
業
と
従
業
員
の
か
け
こ
み
寺
、健
康

に
困
っ
た
ら
こ
こ
に
相
談
を
﹂

　
チ
ラ
シ
等
を
作
成
す
る
際
に
、
担
当
者

が
私
た
ち
の
仕
事
を
こ
う
表
現
し
て
く
れ

ま
し
た
。
す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
！
　
当

社
の
サ
ー
ビ
ス
は
説
明
が
難
し
い
の
で
、

こ
の
売
り
文
句
の
存
在
は
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
ね
。

　
今
年
度
か
ら
遠
隔
面
談
シ
ス
テ
ム
を
採

用
。
契
約
先
企
業
の
従
業
員
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
テ
レ
ビ
電
話
で
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
積
極
的
に
新
し
い
技
術

を
導
入
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
最
近
で
は
経
済
産
業
省
が﹁
健
康
経
営
﹂

を
推
進
し
、
健
康
管
理
に
対
す
る
意
識
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
従
業
員
が
元
気
に
働

け
る
と
い
う
こ
と
は
、
企
業
の
利
益
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
鹿
児
島
の
経
済
、

さ
ら
に
は
日
本
経
済
も
活
気
づ
け
ま
す
。

ま
た
、
健
康
増
進
へ
の
取
り
組
み
は
企
業

価
値
も
高
め
ま
す
。実
際
に﹁
求
人
応
募
が

増
え
た
﹂と
い
う
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　
健
康
的
な
職
場
づ
く
り
の
重
要
性
を
、

も
っ
と
も
っ
と
訴
え
て
い
き
た
い
。
そ
し

て
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
、サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
て
、皆
様
の
要

望
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

心と体の不調者が絶えず不安定な生産性に悩む企業、どこに相談
すればいいか分からず困っている経営者は少なくありません。
そんなとき、力になってくれる会社があります。

たけ  い  りょう

武井 遼 さん（37）代表取締役

有限会社ノーティス

会員さんクローズアップ

創　　業
平成14年7月
住　　所
鹿児島市上之園町
34-20-101
T E L
099-259-9477
営業時間
9:00～18:00
定 休 日
日曜日・祝日

カウンセリングルームユーカリは相談室が2部屋。個人
やグループのカウンセリングに対応しています。

会 員 さ ん 情 報 【有限会社ノーティス】
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会員さんクローズアップ
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軽減税率対策入門

消費税
軽減税率制度
導入対策
～「IT活用のススメ」～

　今年10月1日から消費
税の税率が10％に引き上
げられるとともに、食料品
など一部品目の税率を8％
とする「消費税軽減税率制
度」が導入されます。
　本誌では、全3回シリー
ズで「消費税軽減税率制
度」について連載致します。
　第2回目となる今回は
「IT活用」について、税理
士の森田純弘氏に解説して
頂きました。　

１
．
Ｉ
Ｔ
と
は

（
1
）Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）

　
Ｉ
Ｔ
︵
ア
イ
・
テ
ィ
ー
︶
は
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー︵Inform

a
tio

n
 

T
e
c
h
n
o
lo

g
y

︶の
略
で
す
。直
訳
す
る

と﹁
情
報
技
術
﹂と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
現
実
的
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
︵
電

子
計
算
機
︶
等
の
情
報
機
器
に
よ
る
情

報
の
集
積
・
整
理
機
能
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
デ
ー
タ
通
信
に
関
す

る
情
報
の
入
手
や
発
信
、
共
有
に
関
す

る
技
術
の
こ
と
で
す
。

（
2
）情
報
機
器
の
種
類

　
情
報
機
器
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

他
、
今
で
は
携
帯
電
話
も
立
派
な
情
報

機
器
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
種
類

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
オ
フ
コ
ン
︵
オ

フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
︶
の
時
代
か
ら

Ｐ
Ｃ︵
パ
ソ
コ
ン
︶が
主
流
に
な
っ
て
か

ら
四
半
世
紀
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｃ
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
略
で
す
。
２
つ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
違
い
を
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
オ
フ

コ
ン
が
専
用
機
で
、
パ
ソ
コ
ン
が
汎
用

機
で
す
。

②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
性
格
と
活
用

　
オ
フ
コ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
、
分

野
に
限
定
し
た
活
用
し
か
で
き
ま
せ
ん

し
、
ソ
フ
ト
︵
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
︶
も
限
定

的
で
す
。た
だ
し
、オ
フ
コ
ン
は
そ
の
企

業
の
独
自
性
に
対
応
が
可
能
、
細
か
い

点
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
差
別
化
の
分
だ
け
コ
ス
ト
は
か
か

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
は
誰
で

も
何
処
で
も
多
様
な
面
で
の
活
用
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
市
販
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、パ
ソ
コ
ン
や
対
応

す
る
ソ
フ
ト
は
大
量
に
生
産
さ
れ
て
い

る
の
で
、
導
入
す
る
に
も
コ
ス
ト
が
安

く
で
済
み
ま
す
。

③
パ
ソ
コ
ン
の
種
類

　
パ
ソ
コ
ン
も
様
々
な
種
類
・
分
け
方

が
あ
り
ま
す
。
仮
に
持
運
び
の
容
易
さ

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
現
在
の
パ
ソ
コ
ン

を
分
け
る
と
す
る
な
ら
ば
、
据
置
型
の

イ
メ
ー
ジ
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
と
持
運

び
に
便
利
な
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
型
に
分
け

ら
れ
ま
す
。性
能
や
値
段
、持
運
び
等
で

使
い
分
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、
さ
ら
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
よ

り
持
運
び
が
便
利
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
の

も
の
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
型
と
次
の
携
帯
電
話
に
つ
い

て
モ
バ
イ
ル
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
ま

す
。

④
携
帯
電
話

　
携
帯
電
話
も
今
や
情
報
機
器
の
最
先

端
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
単
に
電
話
で

の
会
話
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
ガ
ラ

ケ
ー
そ
し
て
ス
マ
ホ
︵
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
︶と
進
化
を
遂
げ
、パ
ソ
コ
ン
と
同
様

の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
特
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
の
パ
ソ
コ

ン
と
の
違
い
は
、
大
き
さ
だ
け
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
大
き
さ
さ
え
も
区
別
の
対

象
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
携
帯

性
、移
動
性
、機
動
性
の
面
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
Ｐ
Ｃ
と
と
も
に
モ
バ
イ
ル
と
表
現

さ
れ
ま
す
。

（
3
）イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
Ｐ
Ｃ
等
の
情

報
機
器
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
相
互

に
接
続
し
た
世
界
的
規
模
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
情
報
通
信
網
で
す
。
元
々
は
軍
事

上
の
目
的
で
作
成
さ
れ
使
用
さ
れ
た
も

の
が
、
公
開
さ
れ
幅
広
く
利
用
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
・
活

用
に
よ
っ
て
、様
々
な
情
報
を
入
手
し
、

発
信
し
、
お
互
い
に
情
報
の
交
換
や
共

有
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

一
般
的
な
生
活
や
仕
事
、
教
育
と
い
っ

た
様
々
な
利
用
や
活
用
が
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

（
4
）Ｉ
Ｔ
の
活
用

　
情
報
機
器
の
発
展
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
に
よ
っ
て
、
自
ら
有
す
る
情

報
の
管
理
、集
計
、検
索
な
ど
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

世
界
中
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
情
報
機

器
を
接
続
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら

様
々
な
情
報
を
入
手
し
、発
信
し
、共
有

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
Ｉ
Ｔ
活
用
の
意
義
が
あ
り
ま
す
。

（
5
）Ｉ
Ｔ
社
会
の
実
現

　
国
は
、
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
社
会
を
Ｉ
Ｔ
社
会
と
し
て
、
そ
の
実

現
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。﹁
高
度
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
﹂と
は
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
高
度
情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
自
由
か
つ

安
全
に
多
様
な
情
報
又
は
知
識
を
世
界

的
規
模
で
入
手
し
、共
有
し
、又
は
発
信

す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
創
造
的
か
つ
活
力
あ
る
発
展
が

可
能
と
な
る
社
会
で
す
。

（
１
）軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
情
報

　
　
の
管
理

①
複
数
税
率
の
管
理

　
前
回
の
説
明
の
通
り
消
費
税
の
軽
減

税
率
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
複
数
の
税

率
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

消
費
税
率
が
現
行
の
８
％
か
ら
10
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
、こ
の
10
％
が
標
準
税
率
と

な
り
、
特
例
と
し
て
の
軽
減
税
率
８
％

の
適
用
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
加
え
て
令
和
元
年

10
月
１
日
を
挟
む

消
費
税
の
課
税
期
間
が
生
じ
る
個
人
事

業
者
全
て
と
対
象
の
法
人
で
あ
る
事
業

者
は
旧
税
率
の
８
％
の
対
象
の
取
引
を

区
別
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
経
過
措
置
で
旧
８
％
の
適
用
の
あ

る
事
業
者
は
経
過
措
置
適
用
終
了
時
ま

で
旧
税
率
の
取
引
の
管
理
の
必
要
が
あ

り
ま
す
。

②
返
還
等
の
管
理

　
も
し
、返
品
や
値
引
き
、割
り
戻
し
と

い
っ
た
返
還
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

当
初
の
取
引
の
適
用
の
あ
っ
た
税
率
で

処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、消
費
税
率
10
％
で
取
引
し
た
も
の
は

大
し
た
問
題
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
消
費
税
率
８
％
で
取
引
し
た
も

の
の
返
品
や
値
引
き
は
８
％
で
処
理
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
こ
こ
で
の
８
％
も
旧
税
率
の

８
％
な
の
か
軽
減
税
率
の
８
％
な
の
か

も
区
分
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
軽
減
税
率
の
適
用
対
象
と
な
る

多
品
種
の
食
料
品
と
対
象
と
な
ら
な
い

商
品
等
を
扱
う
事
業
者
は
そ
の
管
理
が

大
変
で
す
。

③
飲
食
店
の
注
意

　
飲
食
店
は
、
全
く
同
じ
物
を
販
売
す

る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
販
売
時
点
で
税

率
が
異
な
る
の
で
厄
介
で
す
。例
え
ば
、

持
ち
帰
り
で
あ
れ
ば
軽
減
税
率
の
８
％

で
す
が
、
店
内
で
飲
食
の
場
合
に
は
標

準
税
率
の
10
％
で
す
。つ
ま
り
、販
売
時
点

で
の
情
報
の
管
理
が
正
し
い
消
費
税
の

申
告
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
影
響
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
2
）軽
減
税
率
制
度
と
Ｉ
Ｔ
の
活
用

①
取
引
の
処
理

　
情
報
機
器
の
利
用
に
よ
り
取
引
の
処

理
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
え
ま
す
。
受
注
、
発
注
の
管
理
、
会
計

処
理
の
効
率
化
も
可
能
に
な
る
で
し
ょ

う
。具
体
例
と
し
て
は
、パ
ソ
コ
ン
と
管

理
可
能
な
ソ
フ
ト
を
活
用
し
、
対
象
税

率
の
区
分
が
な
さ
れ
た
管
理
が
行
わ

れ
、
区
分
記
載
請
求
書
等
︵
納
品
書
・
請

求
書
・
領
収
書
等
︶の
作
成
や
保
存
に
役

立
つ
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
複
数
の
店
舗
や
事
業
所
を
有

す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
取
り
扱
う
商
品
等
の
管
理

　
取
り
扱
う
商
品
等
ご
と
に
税
率
の
区

分
が
紐
づ
け
さ
れ
た
在
庫
管
理
や
返
還

等
が
あ
っ
た
場
合
に
混
乱
す
る
こ
と
な

い
処
理
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、飲
食
店
に
あ
た
っ
て
は
商
品

の
販
売
時
点
で
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
等
に

よ
っ
て
簡
単
に
区
分
し
処
理
で
き
管
理

の
効
率
化
が
図
れ
ま
す
。
レ
ジ
で
の
活

用
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
と
思
い
ま

す
。

③
情
報
の
取
得

　
そ
の
他
、
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る

情
報
は
、
国
税
庁
そ
の
他
国
の
機
関
等

か
ら
小
冊
子
で
も
出
て
い
ま
す
が
、
よ

り
細
か
い
点
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
入
手

で
き
ま
す
し
、
冊
子
と
し
て
は
発
行
し

て
い
な
い
情
報
も
あ
り
ま
す
。
一
度
国

税
庁
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
次
を
検
索
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

・
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
手
引
き

・
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ

④
軽
減
税
率
対
策
補
助
金

　
国
は
、軽
減
税
率
制
度
導
入
に
伴
い
、

﹁
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
実
施
に
伴

い
対
応
が
必
要
と
な
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
等
に
対
し
て
、
複
数
税
率

対
応
レ
ジ
や
券
売
機
の
導
入
や
改
修
、

受
発
注
シ
ス
テ
ム
、
請
求
書
管
理
シ
ス

テ
ム
の
改
修
等
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
導
入
等
の

準
備
が
円
滑
に
進
む
よ
う
支
援
す
る
制

度
﹂
と
し
て
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
を

設
け
ま
し
た
。
タ
イ
プ
と
し
て
下
記
の

Ａ
型
Ｂ
型
Ｃ
型
が
あ
り
ま
す
。

　
細
か
い
こ
と
は
、﹃
軽
減
税
率
対
策
補

助
金
事
務
局
﹄
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
て
情
報
や
書
式
を
入
手
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
代
理
申
請
が
前
提

の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
、令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で
の
導
入
、

申
請
が
同
年
12
月
16
日
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
記
述
を
参
考
の
上
、
可
能
性
を

見
出
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　︵
森
田
純
弘
税
理
士
︶
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軽減税率対策入門

2
．
軽
減
税
率
制
度
導
入
と
Ｉ
Ｔ

（
1
）Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）

　
Ｉ
Ｔ
︵
ア
イ
・
テ
ィ
ー
︶
は
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー︵Inform

a
tio

n
 

T
e
c
h
n
o
lo

g
y

︶の
略
で
す
。直
訳
す
る

と﹁
情
報
技
術
﹂と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
現
実
的
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
︵
電

子
計
算
機
︶
等
の
情
報
機
器
に
よ
る
情

報
の
集
積
・
整
理
機
能
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
デ
ー
タ
通
信
に
関
す

る
情
報
の
入
手
や
発
信
、
共
有
に
関
す

る
技
術
の
こ
と
で
す
。

（
2
）情
報
機
器
の
種
類

　
情
報
機
器
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

他
、
今
で
は
携
帯
電
話
も
立
派
な
情
報

機
器
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
種
類

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
オ
フ
コ
ン
︵
オ

フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
︶
の
時
代
か
ら

Ｐ
Ｃ︵
パ
ソ
コ
ン
︶が
主
流
に
な
っ
て
か

ら
四
半
世
紀
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｃ
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
略
で
す
。
２
つ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
違
い
を
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
オ
フ

コ
ン
が
専
用
機
で
、
パ
ソ
コ
ン
が
汎
用

機
で
す
。

②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
性
格
と
活
用

　
オ
フ
コ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
、
分

野
に
限
定
し
た
活
用
し
か
で
き
ま
せ
ん

し
、
ソ
フ
ト
︵
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
︶
も
限
定

的
で
す
。た
だ
し
、オ
フ
コ
ン
は
そ
の
企

業
の
独
自
性
に
対
応
が
可
能
、
細
か
い

点
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
差
別
化
の
分
だ
け
コ
ス
ト
は
か
か

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
は
誰
で

も
何
処
で
も
多
様
な
面
で
の
活
用
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
市
販
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、パ
ソ
コ
ン
や
対
応

す
る
ソ
フ
ト
は
大
量
に
生
産
さ
れ
て
い

る
の
で
、
導
入
す
る
に
も
コ
ス
ト
が
安

く
で
済
み
ま
す
。

③
パ
ソ
コ
ン
の
種
類

　
パ
ソ
コ
ン
も
様
々
な
種
類
・
分
け
方

が
あ
り
ま
す
。
仮
に
持
運
び
の
容
易
さ

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
現
在
の
パ
ソ
コ
ン

を
分
け
る
と
す
る
な
ら
ば
、
据
置
型
の

イ
メ
ー
ジ
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
と
持
運

び
に
便
利
な
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
型
に
分
け

ら
れ
ま
す
。性
能
や
値
段
、持
運
び
等
で

使
い
分
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、
さ
ら
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
よ

り
持
運
び
が
便
利
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
の

も
の
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
型
と
次
の
携
帯
電
話
に
つ
い

て
モ
バ
イ
ル
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
ま

す
。

④
携
帯
電
話

　
携
帯
電
話
も
今
や
情
報
機
器
の
最
先

端
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
単
に
電
話
で

の
会
話
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
ガ
ラ

ケ
ー
そ
し
て
ス
マ
ホ
︵
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
︶と
進
化
を
遂
げ
、パ
ソ
コ
ン
と
同
様

の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
特
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
の
パ
ソ
コ

ン
と
の
違
い
は
、
大
き
さ
だ
け
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
大
き
さ
さ
え
も
区
別
の
対

象
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
携
帯

性
、移
動
性
、機
動
性
の
面
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
Ｐ
Ｃ
と
と
も
に
モ
バ
イ
ル
と
表
現

さ
れ
ま
す
。

（
3
）イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
Ｐ
Ｃ
等
の
情

報
機
器
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
相
互

に
接
続
し
た
世
界
的
規
模
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
情
報
通
信
網
で
す
。
元
々
は
軍
事

上
の
目
的
で
作
成
さ
れ
使
用
さ
れ
た
も

の
が
、
公
開
さ
れ
幅
広
く
利
用
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
・
活

用
に
よ
っ
て
、様
々
な
情
報
を
入
手
し
、

発
信
し
、
お
互
い
に
情
報
の
交
換
や
共

有
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

一
般
的
な
生
活
や
仕
事
、
教
育
と
い
っ

た
様
々
な
利
用
や
活
用
が
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

（
4
）Ｉ
Ｔ
の
活
用

　
情
報
機
器
の
発
展
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
に
よ
っ
て
、
自
ら
有
す
る
情

報
の
管
理
、集
計
、検
索
な
ど
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

世
界
中
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
情
報
機

器
を
接
続
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら

様
々
な
情
報
を
入
手
し
、発
信
し
、共
有

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
Ｉ
Ｔ
活
用
の
意
義
が
あ
り
ま
す
。

（
5
）Ｉ
Ｔ
社
会
の
実
現

　
国
は
、
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
社
会
を
Ｉ
Ｔ
社
会
と
し
て
、
そ
の
実

現
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。﹁
高
度
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
﹂と
は
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
高
度
情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
自
由
か
つ

安
全
に
多
様
な
情
報
又
は
知
識
を
世
界

的
規
模
で
入
手
し
、共
有
し
、又
は
発
信

す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
創
造
的
か
つ
活
力
あ
る
発
展
が

可
能
と
な
る
社
会
で
す
。

（
１
）軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
情
報

　
　
の
管
理

①
複
数
税
率
の
管
理

　
前
回
の
説
明
の
通
り
消
費
税
の
軽
減

税
率
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
複
数
の
税

率
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

消
費
税
率
が
現
行
の
８
％
か
ら
10
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
、こ
の
10
％
が
標
準
税
率
と

な
り
、
特
例
と
し
て
の
軽
減
税
率
８
％

の
適
用
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
加
え
て
令
和
元
年

10
月
１
日
を
挟
む

消
費
税
の
課
税
期
間
が
生
じ
る
個
人
事

業
者
全
て
と
対
象
の
法
人
で
あ
る
事
業

者
は
旧
税
率
の
８
％
の
対
象
の
取
引
を

区
別
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
経
過
措
置
で
旧
８
％
の
適
用
の
あ

る
事
業
者
は
経
過
措
置
適
用
終
了
時
ま

で
旧
税
率
の
取
引
の
管
理
の
必
要
が
あ

り
ま
す
。

②
返
還
等
の
管
理

　
も
し
、返
品
や
値
引
き
、割
り
戻
し
と

い
っ
た
返
還
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

当
初
の
取
引
の
適
用
の
あ
っ
た
税
率
で

処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、消
費
税
率
10
％
で
取
引
し
た
も
の
は

大
し
た
問
題
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
消
費
税
率
８
％
で
取
引
し
た
も

の
の
返
品
や
値
引
き
は
８
％
で
処
理
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
こ
こ
で
の
８
％
も
旧
税
率
の

８
％
な
の
か
軽
減
税
率
の
８
％
な
の
か

も
区
分
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
軽
減
税
率
の
適
用
対
象
と
な
る

多
品
種
の
食
料
品
と
対
象
と
な
ら
な
い

商
品
等
を
扱
う
事
業
者
は
そ
の
管
理
が

大
変
で
す
。

③
飲
食
店
の
注
意

　
飲
食
店
は
、
全
く
同
じ
物
を
販
売
す

る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
販
売
時
点
で
税

率
が
異
な
る
の
で
厄
介
で
す
。例
え
ば
、

持
ち
帰
り
で
あ
れ
ば
軽
減
税
率
の
８
％

で
す
が
、
店
内
で
飲
食
の
場
合
に
は
標

準
税
率
の
10
％
で
す
。つ
ま
り
、販
売
時
点

で
の
情
報
の
管
理
が
正
し
い
消
費
税
の

申
告
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
影
響
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
2
）軽
減
税
率
制
度
と
Ｉ
Ｔ
の
活
用

①
取
引
の
処
理

　
情
報
機
器
の
利
用
に
よ
り
取
引
の
処

理
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
え
ま
す
。
受
注
、
発
注
の
管
理
、
会
計

処
理
の
効
率
化
も
可
能
に
な
る
で
し
ょ

う
。具
体
例
と
し
て
は
、パ
ソ
コ
ン
と
管

理
可
能
な
ソ
フ
ト
を
活
用
し
、
対
象
税

率
の
区
分
が
な
さ
れ
た
管
理
が
行
わ

れ
、
区
分
記
載
請
求
書
等
︵
納
品
書
・
請

求
書
・
領
収
書
等
︶の
作
成
や
保
存
に
役

立
つ
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
複
数
の
店
舗
や
事
業
所
を
有

す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
取
り
扱
う
商
品
等
の
管
理

　
取
り
扱
う
商
品
等
ご
と
に
税
率
の
区

分
が
紐
づ
け
さ
れ
た
在
庫
管
理
や
返
還

等
が
あ
っ
た
場
合
に
混
乱
す
る
こ
と
な

い
処
理
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、飲
食
店
に
あ
た
っ
て
は
商
品

の
販
売
時
点
で
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
等
に

よ
っ
て
簡
単
に
区
分
し
処
理
で
き
管
理

の
効
率
化
が
図
れ
ま
す
。
レ
ジ
で
の
活

用
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
と
思
い
ま

す
。

③
情
報
の
取
得

　
そ
の
他
、
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る

情
報
は
、
国
税
庁
そ
の
他
国
の
機
関
等

か
ら
小
冊
子
で
も
出
て
い
ま
す
が
、
よ

り
細
か
い
点
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
入
手

で
き
ま
す
し
、
冊
子
と
し
て
は
発
行
し

て
い
な
い
情
報
も
あ
り
ま
す
。
一
度
国

税
庁
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
次
を
検
索
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

・
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
手
引
き

・
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ

④
軽
減
税
率
対
策
補
助
金

　
国
は
、軽
減
税
率
制
度
導
入
に
伴
い
、

﹁
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
実
施
に
伴

い
対
応
が
必
要
と
な
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
等
に
対
し
て
、
複
数
税
率

対
応
レ
ジ
や
券
売
機
の
導
入
や
改
修
、

受
発
注
シ
ス
テ
ム
、
請
求
書
管
理
シ
ス

テ
ム
の
改
修
等
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
導
入
等
の

準
備
が
円
滑
に
進
む
よ
う
支
援
す
る
制

度
﹂
と
し
て
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
を

設
け
ま
し
た
。
タ
イ
プ
と
し
て
下
記
の

Ａ
型
Ｂ
型
Ｃ
型
が
あ
り
ま
す
。

　
細
か
い
こ
と
は
、﹃
軽
減
税
率
対
策
補

助
金
事
務
局
﹄
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
て
情
報
や
書
式
を
入
手
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
代
理
申
請
が
前
提

の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
、令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で
の
導
入
、

申
請
が
同
年
12
月
16
日
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
記
述
を
参
考
の
上
、
可
能
性
を

見
出
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　︵
森
田
純
弘
税
理
士
︶
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軽減税率対策入門

て
い
な
い
情
報
も
あ
り
ま
す
。
一
度
国

税
庁
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
次
を
検
索
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

・
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
手
引
き

・
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ

④
軽
減
税
率
対
策
補
助
金

　
国
は
、軽
減
税
率
制
度
導
入
に
伴
い
、

﹁
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
実
施
に
伴

い
対
応
が
必
要
と
な
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
等
に
対
し
て
、
複
数
税
率

対
応
レ
ジ
や
券
売
機
の
導
入
や
改
修
、

受
発
注
シ
ス
テ
ム
、
請
求
書
管
理
シ
ス

テ
ム
の
改
修
等
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
導
入
等
の

準
備
が
円
滑
に
進
む
よ
う
支
援
す
る
制

度
﹂
と
し
て
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
を

設
け
ま
し
た
。
タ
イ
プ
と
し
て
下
記
の

Ａ
型
Ｂ
型
Ｃ
型
が
あ
り
ま
す
。

　
細
か
い
こ
と
は
、﹃
軽
減
税
率
対
策
補

助
金
事
務
局
﹄
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
て
情
報
や
書
式
を
入
手
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
代
理
申
請
が
前
提

の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
、令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で
の
導
入
、

申
請
が
同
年
12
月
16
日
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
記
述
を
参
考
の
上
、
可
能
性
を

見
出
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　︵
森
田
純
弘
税
理
士
︶

○お問い合わせ
　軽減税率対策補助金事務局コールセンター　TEL 0120-398-111
　鹿児島商工会議所中小企業支援センター　　TEL 099-225-9534

Ａ型（複数税率対応レジの導入等支援） Ｂ型（受発注システムの改修等支援） Ｃ型（請求書管理システムの導入等支援）

補助対象
　複数税率に対応したレジ（タブレッ
ト等を利用したレジ、レシートプリン
タ・クレジットカード決済端末・電子マ
ネーリーダー等も含む）
補助率
　3/4（3万円未満のレジを1台のみ導
入する場合は4/5、タブレット等は
1/2）
補助上限額
　レジ1台あたり20万円（商品マスタ
の設定が必要な場合は40万円、複数台
申請する場合は1事業者あたり200万
円）
申請方法
　2019年9月30日までにレジ等導
入または改修し、支払いを完了した後
の申請になります。軽減税率対策補助
金事務局に登録された代理申請協力店
等による代理申請も可能です。

補助対象
　複数税率に対応するために必要とな
るEDI/等の電子的受発注システムの
改修・入替等
補助率
　3/4（補助対象範囲外の機能を含む
パッケージ製品等は1/2）
補助上限額　
　発注システム1000万円、受注シス
テム150万円、両方の場合1000万円
申請方法
　軽減税率対策補助金事務局が指定し
たシステムベンダー等が「代理申請」を
行う場合（Ｂ‐１型）、2019年6月28
日までに事前に申請を行います。
事務局に登録されたパッケージ製品・
サービスを事業者自ら導入する場合
（Ｂ‐２型）は、2019年9月30日まで
に導入または改修し、支払いを完了し
た後の申請になります。

補助対象
　「区分記載請求書等保存方式」に対応
するために事業者間取引における請求
書等の作成に係るシステムの開発・改
修、パッケージ製品等の導入、事務処理
機器の導入
補助率
　3/4（ハードウェアは1/2）
補助上限額　
　1事業者あたり150万円（ハード
ウェアは10万円）
申請方法
　2019年9月30日までに請求書管
理システムを改修・導入し、支払を完了
した後の申請になります。軽減税率対
策補助金事務局に指定されたシステム
ベンダー等の指定事業者による代理申
請も可能です。

補助対象事業者

レジや券売機の買替・改修の検討

販売事業者・メーカー等 補助金事務局

交付申請の審査

交付決定

問い合わせ対応等

販売・改修の実施

対象製品証明書
又は

改修証明書の発行

購入・改修依頼

交付申請（代理申請可）

補助金受領

証明書・領収書等を添付

図１．レジ導入・レジ改修の流れ（Ａ型）（出典

：

中小企業庁「消費税軽減税率まるわかりBOOK」）
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景況調査

【
今
期（
2
0
1
9
年
4
〜
6
月
期
）の
景
況
】

　
全
産
業
の
業
況
Ｄ
Ｉ
値
は
、
▲
６
・
９

︵
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
１
・
８
︶
ポ
イ
ン
ト

で
、
前
期
に
引
続
き
後
退
傾
向
が
続
い
て

い
る
。

　
産
業
別
に
見
る
と
、
小
売
業
の
Ｄ
Ｉ
値

は
改
善
し
た
が
、
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業

の
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
い
る
。

【
来
期（
2
0
1
9
年
7
〜
9
月
期
）の
見
通
し
】

　
全
産
業
の
来
期
見
通
し
は
、
１
・
４

︵
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
３
・
８
︶
ポ
イ
ン
ト

と
、
わ
ず
か
に
後
退
し
た
。
建
設
業
の
み

次
期
へ
の
期
待
が
伺
え
る
が
、
そ
の
他
の

業
種
で
は
、
慎
重
な
見
通
し
が
続
い
て
い

る
。

【
今
期
の
売
上
額
・
資
金
繰
り
・
採
算
】

　
売
上
額
の
全
産
業
Ｄ
Ｉ
値
は
、
▲
５
・

５
︵
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
６
・
８
︶
ポ
イ
ン

ト
と
低
下
。
卸
売
業
は
マ
イ
ナ
ス
幅
を
縮

小
し
た
が
、
小
売
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
は
後

退
し
た
。

　
資
金
繰
り
の
全
産
業
Ｄ
Ｉ
値
は
、
▲

４
・
１
︵
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
２
・
２
︶
ポ

イ
ン
ト
と
わ
ず
か
に
低
下
。
特
に
卸
売
業

で
は
大
き
く
悪
化
し
た
。

　
採
算
の
全
産
業
Ｄ
Ｉ
値
は
、
▲
５
・
６

︵
前
期
比
プ
ラ
ス
０
・
７
︶
ポ
イ
ン
ト
と

ほ
ぼ
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
小
売
業
は
改

善
が
み
ら
れ
た
。

【
回
答
企
業
の
コ
メ
ン
ト
】

・
海
外
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
売
上
増
加
に
つ
な

げ
た
い
。
︵
小
売
︶

・
仕
入
価
格
の
上
昇
を
売
価
に
反
映
で
き

て
い
な
い
。
仕
入
・
販
売
条
件
を
見
直

す
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
削
減
な
ど
に
も

力
を
入
れ
た
い
。
︵
卸
売
︶

・
少
量
、
多
品
種
の
受
注
が
増
加
し
て
お

り
、
そ
の
対
応
が
課
題
。
︵
製
造
︶

今
期
業
況
も
引
続
き
後
退
傾
向
。
来
期
も
慎
重
な
見
通
し
は
継
続

景況調査
鹿児島商工会議所

調 査 期 間　2019年4月～6月
回答企業数　146社

DI（Diffusion Index＝景気動向指数）とは
各調査項目について、好転企業割合から、悪化企業
割合を差し引いた値を示し、景気の現状把握や将来
の見通し予測を行う。
　　DIがプラスなら………好転、上昇基調
　　DIがマイナスなら……悪化、下降基調
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■産業別DI値表

■業況DIの推移

景況

DI値

記号の見方

H26.
4～6

H27.
4～6

H28.
4～6

H29.
4～6

H30.
4～6

H31.
4～6（今期）

（DI値） （調査時期）

来期見通し
1.4（前期5.2）

▲1.8

▲12.4

▲3.3

▲4.4

21.3

▲7.8

▲6.8

2.9

▲6.4

12.2

▲19.2

▲18.2

▲2.2

▲6.8

0.5

▲25.7

7.5

5.2

0.7

0.0

▲6.7

3.8

13.5

▲5.5

1.4

▲6.3

12.0

0.0

▲4.0

5.4

▲2.8

▲12.9

▲7.4

8.7

8.0

▲5.3

▲2.1

▲10.0

3.7

▲8.7

▲8.3

7.9

▲3.5

▲12.5

▲7.4

9.1

▲12.0

5.3

▲6.9

▲9.4

0.0

▲17.4

▲7.7

▲2.7

▲5.5

0.0

7.4

▲4.5

▲19.2

▲10.5

▲4.1

▲9.7

7.4

▲17.4

▲7.7

2.6

▲5.6

0.0

0.0

▲4.5

▲11.5

▲10.8

▲5.1

3.0

3.3

▲13.0

▲29.0

5.1

1.3

▲2.9

13.8

▲16.7

0.0

7.7

▲1.9

▲2.9

6.9

8.3

▲15.2

▲2.6

▲6.3

0.0

6.7

▲8.3

▲25.0

▲5.3

業
　
況

売
上
額

資
金
繰
り

採
　
算

全産業平均

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サービス業

全産業平均

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サービス業

全産業平均

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サービス業

全産業平均

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サービス業

前期
［2019.1～3］
（A）

来期見通し
［2019.7～9］

増減
（B）－（A）

今期
［2019.4～6］
（B）

今期の業況
▲6.9（前期▲5.1）

来期見通し
今期の業況
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鹿児島県事業引継ぎ支援センター

1 2 3

鹿児島県事業引継ぎ支援センターは、次世代への事業引継ぎ等に関する様々な課題解決を支援する公的相談窓口です。
中小企業の事業引継ぎの事務に精通した専門相談員が秘密厳守・無料でご相談を承ります。

長崎県の事例 福岡県の事例
譲渡企業（㈱雲仙湯元ホテル・長崎県）旅館業

譲受企業（㈱メモリード・長崎県）冠婚葬祭、ホテル

①雲仙湯元ホテルは、300年以上営業を続けてきたが、後継

者不在に直面し、平成29年8月にセンターへ相談。

②センターは、歴史あるホテルの伝統を守り続けてきた雲

仙湯元ホテルの思いに理解を示した

メモリードを紹介し、平成30年8月

に引継ぎが成立。

③雲仙温泉の湯守りの歴史、事業継続、

雇用の維持、地元取引業者等との取

引が維持された。

譲渡企業（(有)トーソン・福岡県）旅客輸送業、旅行業

譲受企業（安全タクシー(有)・福岡県）旅客輸送業

①トーソンは、後継者不在で事業の行末を思案していたと

ころ、事業承継セミナーを契機に第三者承継を考えるよ

うになり、センターへ相談。

②センターは、平成29年9月に事業拡大の一手法として引

継ぎを検討していた安全タクシーをトーソンに紹介し、

平成30年5月に引継ぎが成立。

③本引継ぎにより、安全タクシーは大型バスの運用が可能

になり、事業拡大に繋がっている。

大分県の事例 熊本県の事例
譲渡企業（ちこ堂・大分県）乾シイタケ加工製造　　　　　　

譲受企業（(株)山英食品・大分県）食品卸業

①ちこ堂は、経営者の高齢かつ後継者不在のため、平成29

年10月にセンターへ相談。

②センターは、ちこ堂の魅力を理解している取引先から譲

受企業を探すことが適当であると判断し、譲受先を探し

たところ、食品卸業者の山英食品から自社の製造部門立

上げのため承継したいという申し出を受け、平成30年4

月に引継ぎが成立。

③山英食品が、商品の製造方法からレシピ、得意先、販促物

等を引継ぎ、自社ブランドとして販売することとなった。

譲渡企業（ストアー菊竹・熊本県）商店

譲受企業（木屋商店・熊本県）商店

①ストアー菊竹は、妻の体調不良を契機に、平成29年12月

末に店を閉める決心をし、平成29年9月にセンターへ相

談した。

②センターは、時間的余裕がないことから関係機関に情報

を提供したところ、平成29年12月末に同じ村で食料品

の移動販売をしている木屋商店への引継ぎが成立した。

③1月からは店の対応は妻が、配達と移動販売は木屋商店が

行い、地域住民は、これまでと変わらず買物ができてい

る。

事業承継のお悩みや疑問等々、お気軽にご相談下さい

≪ご相談の流れ≫

≪九州での事例紹介≫

九州管内事業引継ぎ支援センター成約事例(H30年12月時点)」（九州経済産業局）
https://www.kyushu.meti.go.jp/seisaku/kinyu/oshirase190117.html　を加工して作成

お電話・メールなどで
ご連絡

お申込み・受付 ご相談・アドバイス 事業引継ぎ支援
金融機関などへの橋渡し
や、全国のセンターへ登録
されている売り・買い情報
の提供を行います

相談員が、疑問点やお悩み
などのご相談をお受けし、
事業引継ぎに関わる様々
なアドバイスを致します

鹿児島商工会議所（鹿児島県事業引継ぎ支援センター）
TEL 099-225-9534　　FAX 099-227-1977　
〒892‐8588　鹿児島市東千石町1‐38アイムビル13階（鹿児島商工会議所内）
http://www.kagoshima-cci.or.jp   E-mail:k-hikitugi@chic.ocn.ne.jp

事業承継
お問い合わせ先

相談無料鹿児島県事業引継ぎ支援センター
経済産業省 九州経済産業局 委託事業
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時代を読み解くツボ

ツ
ボ

時
代
を
読
み
解
く

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
　
熊
谷 

亮
丸

株
式
会
社 

大
和
総
研 

常
務
取
締
役 

調
査
本
部
副
本
部
長

「
日
本
経
済
は
本
当
に
大
丈
夫
か
？
」

1966年生まれ。89年東京大学法学部卒業。93年東京大学大学院法学 
政治学研究科修士課程修了。2016年ハーバード大学経営大学院 AMP
(上級 マネジメントプログラム)修了。日本興業銀行調査部などを経て、
07年大和総研入社。14年同社・執行役員。17年同社・常務執行役員。18
年より現職。 財務省、総務省、内閣官房、内閣府、参議院などの公職を歴
任。18年より 経済同友会幹事。11年より株式会社財界研究所「財界賞・
経営者賞」選考委員会選考委員。テレビ東京「ワールドビジネスサテライ
ト」レギュラーコメンテーターとしても活躍中。

くまがい・みつまる

Kumagai
Mitumaru

PROFILE

　
足
元
の
日
本
経
済
は
、米
中
摩
擦
の
悪
影

響
な
ど
も
あ
り
、下
振
れ
懸
念
が
強
ま
っ
て

い
る
。大
和
総
研
で
は
、
２
０
１
９
年
度
の

わ
が
国
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ︵
国
内
総
生
産
︶
成

長
率
を
前
年
比
＋
０
・
６
％
、20
年
度
に
関

し
て
は
同
＋
０
・
５
％
と
予
想
し
て
い
る
。

現
時
点
で
日
本
経
済
が
景
気
後
退
に
陥
っ

て
い
る
と
は
断
言
で
き
な
い
も
の
の
、景
気

後
退
入
り
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
と

捉
え
て
い
る
。

　
３
月
の
景
気
動
向
指
数
で
は
、景
気
の
基

調
判
断
は
６
年
２
カ
月
ぶ
り
に
、景
気
後
退

の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
す
﹁
悪
化
﹂
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
。他
方
で
、
政
府
の
公
式

な
景
気
判
断
を
示
す
６
月
の
月
例
経
済
報

告
で
は
、﹁
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い

る
﹂と
の
認
識
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
経
済
三
団
体
の
一
角
を
な
す
経

済
同
友
会
で
経
済
情
勢
調
査
会
の
委
員
長

を
務
め
て
い
る
。経
済
同
友
会
で
は
毎
四
半

期
、企
業
経
営
者
を
対
象
と
す
る
調
査
を
実

施
し
て
い
る
が
、
最
新
の
調
査︵﹁
２
０
１
９

年
６
月
第
１
２
９
回
景
気
定
点
観
測
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
﹂︶結
果
に
よ
れ
ば
、
景
気
の
現

状
に
関
し
て
﹁
緩
や
か
に
後
退
し
て
い
る
﹂

と
い
う
回
答
の
割
合
が
、
前
回
調
査︵
３
月
︶

の
10
・
２
％
か
ら
27
・
４
％
に
上
昇
し
て

い
る
。

　
実
際
、世
界
的
な
景
気
循
環
の
サ
イ
ク
ル

を
確
認
す
る
と
、
下
り
坂
の
も
の
が
多
い
。

２
〜
３
年
程
度
の
在
庫
循
環
に
関
し
て
は
、

米
国
以
外
で
は
在
庫
の
積
み
上
が
り
が
顕

著
で
あ
り
、景
気
下
押
し
圧
力
が
働
い
て
い

る
。10
〜
20
年
程
度
の
ス
ト
ッ
ク
循
環
に
関

し
て
も
、設
備
の
サ
イ
ク
ル
こ
そ
何
と
か
持

ち
こ
た
え
て
い
る
も
の
の
、自
動
車
や
住
宅

の
サ
イ
ク
ル
は
総
じ
て
厳
し
い
状
態
だ
。

　
19
年
の
日
本
経
済
は
、主
と
し
て
海
外
発

の
﹁
テ
ー
ル
リ
ス
ク
︵
確
率
的
に
は
極
め
て

低
い
も
の
の
、万
が
一
発
生
す
る
と
甚
大
な

悪
影
響
を
及
ぼ
す
リ
ス
ク
︶﹂に
、
細
心
の
注

意
が
必
要
と
な
ろ
う
。筆
者
は
、
こ
う
し
た

テ
ー
ル
リ
ス
ク
を
総
称
し
て﹁
２
０
１
９
年

問
題
﹂
と
呼
ん
で
い
る
。
大
和
総
研
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、︵
１
︶ト
ラ
ン

プ
政
権
の
迷
走
、︵
２
︶中
国
の
過
剰
債
務
問

題
、︵
３
︶﹁
Ｂ
ｒ
ｅ
ｘ
ｉ
ｔ︵
英
国
の
Ｅ
Ｕ
か

ら
の
離
脱
︶﹂を
受
け
た
欧
州
の
混
乱
、︵
４
︶

中
東
情
勢
緊
迫
化
を
背
景
と
す
る
原
油
高
、

と
い
っ
た
リ
ス
ク
要
因
が
顕
在
化
す
る
と
、

日
本
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
最
悪
の
ケ
ー
ス
で

３
・
３
％
程
度
悪
化
す
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、日
本
経
済
に
は
五
つ
の

下
支
え
要
因
が
存
在
す
る
。　
　

　
第
一
に
、
海
外
経
済
の
減
速
ペ
ー
ス
は
、

政
策
発
動
の
効
果
な
ど
も
あ
り
、緩
や
か
な

も
の
に
と
ど
ま
る
見
通
し
で
あ
る
。米
国

は
、景
気
が
総
じ
て
底
堅
く
推
移
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
て
、
い
ざ
と
な
れ
ば
財
政
政

策
、
金
融
政
策
の
発
動
が
可
能
で
あ
る
。中

国
に
関
し
て
も
、
当
面
﹁
カ
ン
フ
ル
剤
﹂
に

よ
っ
て
景
気
が
下
支
え
さ
れ
る
可
能
性
が

高
い
。

　
第
二
に
、国
内
に
目
を
転
じ
る
と
、所
得
・

雇
用
環
境
の
改
善
が
継
続
し
て
い
る
。仮

に
、米
中
摩
擦
の
影
響
な
ど
か
ら
景
気
が
急

速
に
悪
化
し
た
場
合
で
も
、足
元
の
人
手
不

足
の
状
態
を
勘
案
す
る
と
、企
業
に
よ
る
リ

ス
ト
ラ
が
深
刻
化
す
る
可
能
性
は
低
い
。

　
第
三
に
、
10
月
の
消
費
増
税
に
備
え
て

２
・
３
兆
円
規
模
の
万
全
の
経
済
対
策
が

打
た
れ
る
。と
り
わ
け
前
回
増
税
時
に
消
費

が
低
迷
し
た
低
所
得
世
帯
向
け
に
手
厚
い

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、増
税
に
よ

る
景
気
下
押
し
圧
力
を
過
度
に
警
戒
す
る

必
要
は
な
か
ろ
う
。

　
第
四
に
、各
種
の
設
備
投
資
計
画
な
ど
を

見
る
と
、非
製
造
業
を
中
心
に
設
備
投
資
は

底
堅
く
推
移
す
る
見
通
し
で
あ
る
。例
え

ば
、小
売
業
は
人
手
不
足
へ
の
対
応
な
ど
か

ら
、合
理
化
・
省
力
化
投
資
を
積
極
化
す
る

ス
タ
ン
ス
だ
。

　
第
五
に
、改
元
に
伴
う
消
費
活
性
化
や
婚

姻
の
増
加
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
到
来
が
期

待
で
き
よ
う
。

　
筆
者
は
、
日
本
経
済
は
景
気
後
退
の
瀬

戸
際
で
あ
る
が
、
メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
と
し

て
、
以
上
の
五
つ
の
要
因
が
下
支
え
役
と

な
り
、
緩
や
か
な
景
気
拡
大
を
続
け
る
と

予
想
し
て
い
る
。
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経営相談ガイド

経
営
相
談
ガ
イ
ド

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
部 

産
業
振
興
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
4
0

　
中
小
企
業
庁
が
運
営
す
る
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
支
援
サ
イ
ト
﹁
ミ
ラ
サ
ポ
﹂

か
ら
も
専
門
家
派
遣
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　 

ミ
ラ
サ
ポ  

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※﹁
ミ
ラ
サ
ポ
﹂
は
小
規
模
事
業
者
だ
け

で
な
く
中
小
企
業
者
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
制
度
は
、
経
営
課
題

を
抱
え
る
小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
、
課
題

解
決
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
提
案
を
行
う
各
分
野

の
専
門
家
を
ご
要
望
に
応
じ
て
派
遣
す
る
制

度
で
す
。原
則
２
時
間
で
指
導
料
は
無
料
、
企

業
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
指
導
分
野

　
経
営
戦
略
、
税
務
、
労
務
管
理
、
店
舗
設
計
、

販
売
促
進
、
教
育
訓
練
、
食
品
加
工
、Ｉ
Ｔ
活

用
、海
外
展
開
な
ど
。

■
対
象

　
当
商
工
会
議
所
の
地
区
内
︵
旧
５
町
お
よ

び
、
旧
谷
山
地
区
の
一
部
を
除
い
た
鹿
児
島
市

内
︶の
小
規
模
事
業
者
。

エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
制
度

経
営
課
題
の
解
決
に

専
門
家
を
派
遣
し
ま
す

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

株
式
会
社
タ
イ
ヨ
ー

清
川 

和
彦 

氏
に
代
わ
っ
て
、平
成
31
年

4
月
24
日
付
け
で
、清
川 

継
一
朗 

氏
に

株
式
会
社
南
九
州
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

久
保 

裕
之 

氏
に
代
わ
っ
て
、令
和
元

年
6
月
１
日
付
け
で
、飯
塚 
隆 
氏
に

株
式
会
社
南
九
州
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

代
表
取
締
役
社
長
　
飯
塚 

隆
　
氏

株
式
会
社
タ
イ
ヨ
ー

　
代
表
取
締
役
社
長
　
清
川 

継
一
朗
　
氏
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経営相談ガイド

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
業
支
援
部
　
企
業
支
援
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
2
2

■
加
入
で
き
る
方

　
次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
個
人
事
業
主
・

共
同
経
営
者
︵
個
人
事
業
主
１
人
に
つ
き
２
人

ま
で
︶ま
た
は
会
社
の
役
員

・
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が
、
商
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
︵
宿
泊
業
・
娯
楽
業
を
除
く
︶
は
５
人

以
下
の
事
業
者
の
方

・
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が
、
建
設
業
、
製
造

業
、
運
輸
業
、
不
動
産
業
、
農
業
な
ど
は
20
人

以
下
の
事
業
者
の
方
な
ど

◆
節
税

　
掛
金
全
額
を
課
税
対
象
所
得
か
ら
控
除

で
き
ま
す
。

◆
退
職
金
の
積
立

　
共
済
金
は
、
老
後
の
生
活
資
金
や
転
業

時
の
事
業
資
金
に
活
用
で
き
ま
す
。

◆
受
け
取
り
時
に
も
税
制
面
で
メ
リ
ッ
ト

　
受
取
方
法
を
次
の
３
種
類
か
ら
選
択
で

き
ま
す
。

　
・
一
括
受
取︵
退
職
所
得
扱
い
︶

　
・
分
割
受
取︵
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
扱
い
︶

　
・
一
括
と
分
割
の
併
用

■
掛
金

○
月
額
１
千
円
か
ら
７
万
円
ま
で
５
百
円

単
位
で
自
由
に
選
べ
ま
す
︵
半
年
払
い
、

年
払
い
も
で
き
ま
す
︶。

○
加
入
後
の
増
減
額
は
掛
金
の
範
囲
内
︵
５

百
円
単
位
︶で
自
由
に
で
き
ま
す
。

■
共
済
金
の
受
け
取
り
事
由

　
加
入
後
６
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
、
次
の
事
由

が
生
じ
た
場
合
、
事
由
に
応
じ
て
共
済
金
が
受

け
取
れ
ま
す
。

・
個
人
事
業
の
廃
業
、個
人
事
業
主
の
死
亡

・
個
人
事
業
主
の
廃
業
に
伴
う
共
同
経
営
者
の

退
任︵
死
亡
も
含
む
︶

・
会
社
等
の
解
散

・
疾
病
・
負
傷
に
よ
る
役
員
の
退
任

・
65
歳
以
上
で
15
年
以
上
掛
金
を
払
っ
て
い
る

共
済
契
約
者
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
と
き
︵
老

齢
給
付
︶な
ど

■
契
約
者
貸
付

○
一
定
の
資
格
を
有
す
る
方
は
、
納
付
し
た

掛
金
の
範
囲
内
で
、
事
業
資
金
等
の
貸
付

制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。︵
担
保
・
保
証

人
不
要
︶

　
小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
小
規
模
企
業
の
個
人
事
業
主
や
共
同
経
営
者
、
会
社
役
員
が
事
業
を
や

め
た
と
き
や
退
職
し
た
と
き
に
、
生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建
を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ
め
準

備
し
て
お
く
国
の
共
済
制
度
で
、
経
営
者
の
退
職
金
制
度
と
も
い
え
ま
す
。
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
と

な
る
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

小
規
模
企
業
共
済
制
度

節
税
効
果
大
！
掛
金
全
額
所
得
控
除
　
（
最
大
84
万
円
）

3
つ
の
メ
リ
ッ
ト
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部会委員会活動報告

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め
の

環
境
整
備
を
強
化

〈
商
業
部
会
委
員
研
修
会
〉

鹿
児
島
の
事
業
者
発
展
の
た
め
に

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
た
い

〈
製
造
・
整
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
委
員
研
修
会
〉

■
日
時
　
6
月
21
日
18
時
30
分
〜

■
場
所
　
ホ
テ
ル
・
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島

■
講
師

　
鹿
児
島
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　
　
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

森
友
　
伸
和 

氏

■
演
題

　
会
社
が
潰
れ
る
ほ
ど
売
れ
た

プ
リ
ン
屋
の
謎

■
概
要

　
本
年
４
月
、
福
岡
か
ら
鹿
児
島
の
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
に
移
り
、
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
。
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

に
は
、
多
様
な
分
野
に
精
通
し
た
専
門
家

が
在
籍
し
て
お
り
、
課
題
を
明
確
化
す
る

と
と
も
に
、
解
決
策
の
提
案
を
行
っ
て
い

る
。

　
福
岡
の
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で
働
く
前
は
、

対
馬
の
特
産
品
を
販
売
・
製
造
・
企
画
す

る
会
社
を
経
営
し
て
い
た
。
開
業
当
初
は

小
売
店
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
店
を

開
く
だ
け
で
は
お
客
様
は
来
ず
、
駅
で
の

露
天
商
や
、
催
事
出
店
、
居
酒
屋
へ
の
卸

売
等
を
経
て
、
利
益
を
確
保
す
る
た
め
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
に
着
手
し
、
う
に

や
藻
塩
を
使
用
し
た
商
品
を
企
画
・
販
売

し
た
。

　
転
機
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

売
上
が
軒
並
み
下
が
る
中
、
カ
ス
テ
ラ
の

売
上
は
維
持
し
て
お
り
、
不
況
下
で
も
ス

イ
ー
ツ
は
売
れ
る
こ
と
を
確
信
し
、
藻
塩

を
使
っ
た
ご
当
地
プ
リ
ン
を
開
発
し
た
。

　
カ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
駆
使
し
て
お

い
し
そ
う
に
見
せ
る
工
夫
を
凝
ら
し
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
情
報
発
信
を
行
っ
た
結
果
、
生
産

量
以
上
の
注
文
が
殺
到
し
た
。
し
か
し
、

生
産
量
を
増
や
す
た
め
の
設
備
投
資
も
、

従
業
員
の
採
用
も
で
き
ず
経
営
破
た
ん
に

陥
っ
た
。

　
ふ
り
か
え
る
と
経
営
破
た
ん
に
陥
っ
た

原
因
の
１
つ
と
し
て
、
相
談
で
き
る
機
関

や
人
が
い
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

自
分
の
経
営
者
と
し
て
の
経
験
や
、
こ
れ

ま
で
事
業
者
を
支
援
し
た
経
験
を
総
動
員

し
て
鹿
児
島
の
事
業
者
の
発
展
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
。

部会委員会
活動報告

■
日
時
　
6
月
18
日
18
時
30
分
〜

■
場
所
　
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
8
階
　

Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

■
講
師

　
日
本
た
ば
こ
産
業
㈱
南
九
州
支
社

　
　
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
　

課
長
　
東
中
川
　
利
恵
　
氏

■
演
題
　

　
あ
な
た
の
施
設
は
大
丈
夫
？
〜
健
康
増

進
法
の
改
正
に
伴
い
2
0
2
0
年
4
月
か

ら
喫
煙
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す
〜

■
概
要

　
健
康
増
進
法
の
改
正
に
伴
い
、
２
０
２

０
年
４
月
か
ら
第
二
種
施
設
︵
事
務
所
・

工
場
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
鉄
道
、
国
会
・

裁
判
所
等
︶
の
喫
煙
ル
ー
ル
が
変
更
に
な

る
。

　
改
正
の
き
っ
か
け
は
２
０
２
０
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
等
を
見
据
え
、
分
煙
環
境
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
こ
と
に
よ
る
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
望
ま
な
い
受
動
喫

煙
︵
人
が
他
人
の
喫
煙
に
よ
り
た
ば
こ
か

ら
発
生
し
た
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
︶
を

防
止
す
る
た
め
、
一
定
の
場
所
以
外
の
喫

煙
の
禁
止
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
よ
り
一
層
た
ば
こ
を
吸
う
人
と

吸
わ
な
い
人
の
共
存
で
き
る
環
境
の
整
備

が
重
要
と
な
る
。
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快進撃企業に学べ

会
長
　
坂
本 

光
司

人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会

1947年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸
術大学教授。法政大学大学院政策創造研究科(地
域づくり大学院)教授、 同静岡サテライトキャン
パス長などを歴任。国や県、市町、商工会議所など
の審議会・委員会の委員を多数兼務している。著
書に『日本でいちばん大切にしたい会社』(あさ出
版)、『この会社はなぜ快進撃が続くのか』(かんき
出版)など。

さかもと・こうじ

Kouji
Sakamoto

PROFILE

　
今
か
ら
お
よ
そ
30
年
前
、全
国
に
は
い
わ

ゆ
る
畳
屋
さ
ん
が
１
万
社
以
上
存
在
し
て

い
た
が
、総
務
省
・
平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ

ス
ー
活
動
調
査
に
よ
れ
ば
約
５
１
０
０
社

︵
畳
等
生
活
雑
貨
製
品
製
造
業
全
体
︶と
、
こ

の
30
年
間
で
半
減
し
て
い
る
。

　
そ
の
最
大
の
要
因
は
、30
年
前
は
新
設
住

宅
着
工
戸
数
が
１
７
０
万
戸
あ
っ
た
も
の

が
、現
在
は
約
95
万
戸
と
大
幅
に
減
少
し
て

い
る︵
国
土
交
通
省
・
平
成
30
年
度
建
築
着

工
統
計
調
査
︶こ
と
に
加
え
、
住
宅
の
洋
風

化
の
影
響
も
大
き
い
。事
実
、
か
つ
て
は
一

般
住
宅
で
は
、平
均
２
〜
３
部
屋
あ
っ
た
和

室
が
、
今
や
平
均
１
部
屋
、
畳
の
数
で
は
６

枚
分
し
か
な
い
。加
え
て
、
経
営
者
の
高
齢

化
や
職
人
不
足
、さ
ら
に
は
後
継
者
も
少
な

く
、廃
業
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
業
界
で
は
あ
る
が
、全

国
各
地
に
は
、
後
継
者
が
育
ち
、
新
た
な
活

路
を
見
い
だ
し
、元
気
い
っ
ぱ
い
の
企
業
も

少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。そ
の
１
社
が
、
今

回
紹
介
す
る
、パ
ー
ト
女
性
を
含
め
従
業
員

数
６
人
の
松
葉
畳
店
で
あ
る
。

　
同
社
は
、静
岡
県
の
Ｊ
Ｒ
藤
枝
駅
で
下
車

し
、
車
で
10
分
ほ
ど
走
っ
た
、
い
ま
だ
の
ど

か
な
田
園
風
景
が
見
ら
れ
る
焼
津
市
郊
外

の
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
に
あ
る
。１
９
７
７
年
、

現
代
表
の
松
葉
榮
氏
が
、静
岡
市
内
の
老
舗

畳
店
で
５
年
間
の
住
み
込
み
修
業
の
後
、現

在
地
で
創
業
し
た
。

　
数
年
前
ま
で
は
、妻
と
２
人
で
畳
の
製
造

や
修
繕
、さ
ら
に
は
張
り
替
え
サ
ー
ビ
ス
中

心
の
、
い
わ
ゆ
る
畳
専
門
店
で
あ
っ
た
が
、

２
０
１
５
年
前
後
か
ら
、大
き
く
変
貌
し
て

い
っ
た
。そ
の
き
っ
か
け
は
、一
度
、嫁
い
だ

三
女
の
伊
藤
知
美
さ
ん
が
、﹁
父
が
苦
労
し

て
創
業
し
た
大
好
き
な
畳
屋
を
廃
業
さ
せ

た
く
な
い
﹂と
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
っ
た

夫
と
共
に
入
職
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、畳
の
製
造
や
張
り
替
え
工
事
だ

け
で
は
事
業
の
発
展
は
難
し
い
と
考
え
、

﹁
国
産
の
イ
草
と
い
う
天
然
素
材
の
心
地
よ

さ
を
身
近
な
生
活
雑
貨
と
い
う
形
で
提
案

し
て
み
て
は
ど
う
か
﹂
と
思
い
立
っ
た
。そ

れ
ま
で
の
職
業
経
験
を
生
か
し
、寝
る
間
も

惜
し
ん
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ユ
ニ
ー
ク
な
生
活

雑
貨
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
あ

る
。知
美
さ
ん
た
ち
が
こ
れ
ま
で
に
開
発
し

た
商
品
は
、
小
畳
、
名
刺
入
れ
、
ポ
ー
チ
、

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
、し
め
縄
花
飾
り
、祝
儀
袋
、

コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
、優
に
25
種
類
を
超
え
て

い
る
と
い
う
。

　
そ
し
て
、開
発
し
た
商
品
を
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
や
東
京
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
・
ギ

フ
ト
シ
ョ
ー
な
ど
へ
出
品
し
た
ほ
か
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
。こ
う
し

た
努
力
が
実
を
結
び
、今
や
全
国
各
地
の
著

名
な
百
貨
店
や
専
門
店
と
の
取
引
が
成
立

し
、４
年
前
ま
で
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
新
規
事

業
が
、現
在
で
は
事
業
全
体
の
３
割
を
占
め

る
ま
で
に
拡
大
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、本

業
の
畳
の
販
売
に
も
好
影
響
を
与
え
て
い

る
。

快
進
撃
企
業
に
学
べ

後
継
者
に
よ
っ
て
よ
み
が
え
っ
た
松
葉
畳
店



16アイム【2019年8月】

中小企業のセキュリティー対策

後
を
絶
た
な
い
事
故

4
月
は
入
社
シ
ー
ズ
ン

　
　
　
従
業
員
教
育
の
徹
底
を

〔
第
24
回
〕情
報
漏
え
い
は
不
注
意
か
ら

　
組
織
や
企
業
に
お
い
て
、
メ
ー
ル
の
誤

送
信
や
重
要
情
報
を
保
存
し
た
情
報
端
末

︵
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
︶・
記
録

媒
体
︵
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
な
ど
︶
の
紛
失
、

重
要
書
類
︵
紙
媒
体
︶
の
紛
失
な
ど
、
情
報

管
理
に
対
す
る
意
識
の
低
さ
や
確
認
漏
れ

な
ど
に
よ
る
個
人
情
報
や
機
密
情
報
の
漏

え
い
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
。独
立
行
政

法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
︵
Ｉ
Ｐ
Ａ
︶
が
発

表
し
た
﹁
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大
脅
威

2
0
1
9︵h

ttp
s
://w

w
w

.ip
a
.g

o
.jp

/

se
cu

rity
/v

u
ln

/10
th

re
ats2

019
.h

tm
l 

︶ 

で
も 

、﹁
不
注
意
に
よ
る
情
報
漏
え
い
﹂
が

２
０
１
８
年
版
の
12
位
か
ら
返
り
咲
き
、

10
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
し
て
い
る
。

　
18
年
も
不
注
意
に
よ
る
情
報
漏
え
い
が

多
く
報
道
さ
れ
て
い
る
。11
月
、
テ
レ
ビ
局

の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
、
宗
教
団
体
に
関
す

る
住
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
音
声
フ
ァ
イ
ル
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
先
情
報
を
含
む
メ
ー
ル

を
、
誤
っ
て
宗
教
団
体
側
に
送
信
し
た
。ま

た
、
同
月
、
業
務
委
託
先
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

が
、
放
送
素
材
を
入
手
で
き
る
情
報
を
含

む
メ
ー
ル
を
第
三
者
に
誤
送
信
し
た
。こ

れ
ら
メ
ー
ル
の
誤
送
信
が
立
て
続
け
に
発

生
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
テ
レ
ビ
局
は
謝

罪
文
を
掲
載
し
、
情
報
管
理
の
厳
格
化
に

努
め
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
12
月
、
大
手
ガ
ス
事
業
者
の
業
務
委
託

先
企
業
の
作
業
員
が
、
住
所
や
氏
名
な
ど

４
２
１
世
帯
分
の
顧
客
情
報
を
記
録
し
た

業
務
用
携
帯
端
末
と
制
服
を
紛
失
し
た
こ

中
小
企
業
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策

中
小
企
業
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策

と
を
２
日
後
に
公
表
、
そ
の
４
日
後
に
紛

失
物
を
無
事
発
見
し
た
こ
と
を
公
表
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
不
注
意
に
よ
る
情
報
漏
え
い
で

は
、
取
り
扱
う
情
報
の
重
要
性
に
対
す
る

認
識
不
足
や
情
報
を
取
り
扱
う
際
の
本
人

の
状
況
︵
体
調
不
良
や
急
ぎ
の
用
事
な

ど
︶、
組
織
規
定
お
よ
び
確
認
プ
ロ
セ
ス
の

不
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら

れ
る
。　
　
　
　

　
し
か
し
、
情
報
漏
え
い
に
よ
る
影
響
は
、

社
会
的
信
用
の
失
墜
や
そ
れ
に
伴
う
経
済

的
損
失
が
発
生
す
る
だ
け
で
な
く
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
漏
え
い
し
た
情
報
が
悪
用

さ
れ
、
二
次
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ

る
。企
業
と
し
て
組
織
的
に
対
策
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
不
注
意
に
よ
る
情
報
漏
え
い
を
減
ら
す

た
め
に
は
、
例
え
ば
企
業
は
次
に
挙
げ
る

項
目
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

■
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
や
情
報
モ
ラ
ル
の

向
上

・
従
業
員
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
意
識
教
育

・
組
織
規
定
お
よ
び
確
認
プ
ロ
セ
ス
の
確

立
︵
特
定
の
担
当
者
へ
の
業
務
集
中
が
発

生
し
な
い
よ
う
な
体
制
の
構
築
も
重
要
︶

■
被
害
の
予
防（
被
害
に
備
え
た
対
策
含
む
）

・
確
認
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
く
運
用

・
情
報
の
保
護︵
暗
号
化
、認
証
︶

・
外
部
に
持
ち
出
す
情
報
や
端
末
の
制
限

・
業
務
用
携
帯
端
末
の
紛
失
対
策
機
能
の

有
効
化

■
被
害
の
早
期
検
知

・
問
題
発
生
時
の
内
部
報
告
体
制
の
整
備

・
外
部
か
ら
の
連
絡
窓
口
の
設
置

■
被
害
を
受
け
た
後
の
対
応

・
上
司
お
よ
び
社
内
の
事
故
対
応
チ
ー
ム

へ
の
連
絡

・
影
響
調
査
お
よ
び
原
因
の
追
究
、
対
策

の
強
化

・
被
害
拡
大
や
二
次
被
害
要
因
の
排
除

︵
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
誤
っ
た
情
報
公
開

の
場
合
、
非
公
開
に
す
る
な
ど
︶

・
必
要
に
応
じ
て
、
漏
え
い
し
た
内
容
や

発
生
原
因
の
公
表

　
４
月
は
入
社
や
人
事
異
動
の
シ
ー
ズ
ン

で
あ
る
。
研
修
な
ど
を
通
し
て
、
一
度
の

過
失
が
組
織
の
信
用
を
大
き
く
脅
か
す
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
従
業
員
に
認
識
し
て

も
ら
い
、
被
害
の
予
防
や
発
見
し
た
後
の

対
処
の
社
内
ル
ー
ル
を
理
解
し
て
も
ら
う

な
ど
、
企
業
と
し
て
徹
底
し
た
対
策
を
取

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

︵
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
・

江
島
将
和
︶
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鹿児島商工会議所検定試験のご案内
　商工会議所が実施する検定試験は実務に直結した内容で、知識の理解度やスキルの習得度が客観的に

わかる公的資格として高い評価を受けています。従業員の能力向上にぜひお役立てください。

日商ネット試験
・日商簿記初級、原価計算初級

・日商ＰＣ

・日商プログラミング検定

・ビジネスキーボード

・キータッチ2000テスト

・電子会計実務

・日商ビジネス英語

日商珠算（そろばん）

リテールマーケティング（販売士）

試験回検定試験名

日商簿記

ビジネスマネジャー®
福祉住環境コーディネーター®
カラーコーディネーター®
ビジネス実務法務®
eco（環境社会）検定®

実施級 試験日 申込受付期間
10/  1(火)～10/25(金)

12/16(月)～  1/24(金)

12/16(月)～  1/24(金)

8/19(月)～  9/26(木)

12/  2(月)～  1/  9(木)

8/19(月)～  9/26(木)

12/  2(月)～  1/  9(木)

8/27（火）～  9/27（金）

9/10(火)～10/11(金)

9/17（火)～10/18(金)

9/24(火)～10/25(金)

10/  １(火)～11/  1(金)

11月17日（日）

2020年2月23日（日）

2020年2月19日（水）

10月27日（日）

2020年2月9日（日）

10月27日（日）

2020年2月9日（日）

11月10日（日）

11月24日（日）

12月1日（日）

12月8日（日）

12月15日（日）

1級・2級・3級

2級・3級

1級・2級・3級

珠算能力  

1級～10級

段位認定

第153回

第154回

第85回

第217回

第218回

第127回

第128回

第10回

第43回

第47回

第46回

第27回

各ネット試験施行機関（会場）にて実施しております。　　

詳細は下記ホームページにてご確認ください。

日本商工会議所ホームページ（http://www.kentei.ne.jp/）

級の設定なし

1級・2級・3級

1級・2級・3級

1級・2級・3級

級の設定なし

日
商

東
商

　簿記は、企業の活動を記録・計算・整理して、経
営成績と財政状態を明らかにする技能です。財務諸
表を読む力や、経営管理能力が習得できるほか、ビ
ジネスの基本であるコスト意識も身につきます。

日商簿記
財務が読める、会社が読める

　そろばんの学習は、子ども
の能力開発に役立つといわれ、
計算力・暗算力はもとより集中
力や記憶力、思考力なども養
われるとして、その効用が見直
されています。習熟すると脳を
高速に働かすことができるよう
になり、幅広く学力を伸ばすこ
ともできます。

日商珠算（そろばん）
集中力や記憶力がアップ！

　ビジネスにおいてリスクを事
前に察知、法的にチェックし、
問題を解決に導く法律の知識
は、法務部門に限らず、全ての
ビジネスパーソンにとって必要
不可欠な能力です。その基礎
となる法律知識を体系的・効
率的に学ぶことができます。

ビジネス実務法務検定

企業が求める
実践的な法律知識を身につける

　福祉住環境コーディネーターとは、
高齢者や障がい者に住みやすい住環
境を提案するアドバイザーです。医療・
福祉・建築について体系的で幅広い
知識を身につけ、各種の専門職と連
携をとりながらクライアントに適切な
住宅改修プランを提示します。また福
祉用具や諸施策情報などについてもア
ドバイスします。

福祉住環境コーディネーター検定
やさしさあふれる住環境づくり

　販売・接客技術はもちろん、販売促進に向けた企
画立案や在庫管理、マーケティングにいたるまで、
幅広く実践的な専門知識が身につきます。小売業・
流通業をはじめ業種・業態を問わず、顧客満足度を
高めるノウハウを修得できます。

リテールマーケティング（販売士）
商品が売れる仕組みをつくる

申し込みの方法など、詳細は鹿児島商工会議所ＨＰまたは下記までお気軽にお問い合わせください。
【お問い合わせ先】　企業支援課　TEL 099-225-9522
　　　　　　　　　ＨＰアドレス　http://www.kagoshima-cci.or.jp　鹿児島商工会議所検定 　　検索
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■鹿児島市プレミアム付商品券概要
　1冊あたり額面5,000円（4,000円で購入）の買い物などができる商品券です。
　（1冊あたりの構成 500円券×10枚、最大5冊まで購入可能）
■使用期間
　令和元年10月1日（火）～令和2年3月31日（火）
■事業受託　株式会社JTB 鹿児島支店

鹿児島市プレミアム付商品券
使えるお店（使用可能店舗）を募集します！

鹿児島市プレミアム付商品券
使えるお店（使用可能店舗）を募集します！

使用可能店舗募集概要使用可能店舗募集概要
■申込期限　令和元年8月20日（火）　17時必着
■募集店舗数　約3000店舗
■募 集 対 象　鹿児島市内で営業している事業所・店舗等（小売、飲食、サービス事業者等）
■応集方法　専用ホームページからの申込み（FAXも可）
　　　　　　　専用ホームページ　  https://premium-gift.jp/kagoshima/
■問い合わせ先　鹿児島市プレミアム付商品券コールセンター
　　　　　　　TEL：0570-037-417 （平日：9：30～17：30）
　　　　　　　詳しくは、8月号同封チラシをご覧下さい



●人身傷害補償特約●弁護士特約●法人契約他車
運転危険担保特約●荷物補償特約（個人・事業用）
●搭乗者傷害部位・症状別払特約
※この他にも各種特約をご用意しています。

対人無制限・対物無制限・搭乗者傷害・自損事故・無共
済車傷害など、基本的に必要な賠償共済をセットし
たプランをご用意しました。

3台以上のお車を一共済証書で加入すると、5％の
多数割引が適用され、複数のお車を所持する中小
企業の皆様には大きな経費削減につながります。

万一の事故の場合には、事故処理の専門家が皆様の
身になって、相手との交渉から共済金のお支払い
まで親切丁寧かつ迅速に対応します。

いつでもどこからでも、心と体のさまざまな心配
や不安をフリーダイヤルで24時間、無料で相談
できます。
もちろん、プライバシーは厳守されますので、ご安
心ください。●対人事故見舞金●対物事故見舞金

●人身被害特別費用共済金

法人・個人問わず、お見積り、お見直しの無料サポートをさせて頂きます‼
★これからご加入をご検討されている方は車検証★ ★他社でご加入中の方は任意保険証券★ ご用意の上、お気軽にご相談ください‼

【お問合せ先】鹿児島商工会議所  企業支援部  企業支援課
鹿児島県火災共済協同組合

TEL099-225-9522
TEL099-225-4218
FAX099-227-3595

企業の経費削減、個人の家計費の軽減に役立つ共済事業として注目され、大変ご好評をいただいております。

自動車総合共済

非営利の共済制度だから、掛金がお得！非営利の共済制度だから、掛金がお得！

充実した特約でさらにお得と
安心がセットに！
充実した特約でさらにお得と
安心がセットに！

「ハロー健康クラブ24」のサービスを
無料で利用できます。

万一の場合には迅速に親切に対応します！

お見舞金制度で万一の場合も安心！

ノンフリート多数割引で、
大幅の軽費削減！

賠償共済がセットになって、
幅広く保障をカバー！

「ハロー健康クラブ24」のサービスを
無料で利用できます。

万一の場合には迅速に親切に対応します！

お見舞金制度で万一の場合も安心！

ノンフリート多数割引で、
大幅の経費削減！

賠償共済がセットになって、
幅広く保障をカバー！

自動車総合共済MAPは
相互扶助による
非営利の共済制度です

お得な掛金、
うれしいメリットが
いっぱいです！MAP

Mutual Automobile Policy
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鹿
児
島
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
8
月
は
人
権
同
和
問
題

　
啓
発
強
調
月
間
で
す
。

　
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問
題
を

は
じ
め
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
な

ど
へ
の
差
別
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
悪
質
な
書
き
込
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な

ど
の
性
的
少
数
者
へ
の
偏
見
や
差
別
も

顕
在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
消
す
る
た

め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見
や
差
別
の
な

い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
意
識
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
も
身
近
な
こ
と

か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
庁
人
権
同
和
対
策
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

0
9
9（
2
8
6
）2
5
7
4
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鹿児島商工会議所ビル1F

※下記のような利用特典がございます。

◆貸室使用料（平日使用料金・税抜） （単位：円）

貸　室

アイムホール（1/1）
　　〃　　　（1/2）
　　〃　　　（1/4）
第1 会議室
第2 会議室
第3 会議室

面積
（㎡）

274
137
68
46
37
33

人員
（人）

180
81
36
30
24
18

A

9：00～
　12：00

45,000
28,000
20,500
18,500
14,000
13,500

B

9：00～
　17：00

95,000
59,500
40,500
38,500
29,000
28,000

C

13：00～
　17：00

56,000
34,500
23,000
20,500
15,500
14,500

D

17：30～
　21：30

60,500
37,500
27,000
24,000
19,500
17,500

Ķɺɼy ķɉૹ૥๿஬৙ࡼޏஒʫ˃Ȧఱɂ௶ၡȦ਄ȧৄȠʫ˃ɅɄɥȭɂɬࡄȽɀĂĶ୸ڋȞɉ૵জ௘ގȥɣ઻ɘɥķȭɂɅශ࠽

ȱĂܑ াɈĶJ’nķĪૐɉīɂჩშȱȹɜɈɁȳăJɅɉɼ̀ ʭʁ́ Ĝʏʿ Ằɼ̀ ʞ˂ ʐɿ̀ ʠĂnɅɉ ʠ́˅ ʵ˂ ʑĪෂఘණīĂ̫ĜʠĪ୸ޏ

ȞīɄɃɈڷჍȦਮɛɣɦɀȞɘȳă

法務省からのお知らせ

協力雇用主になりませんか？
事業所の皆さんへ！あなたの力が再犯のない社会を作ります。
法務省では，「協力雇用主」になっていただける事業主を募集しています。

■協力雇用主とは
過去に罪を犯したことを承知の上で雇用し，
　その立ち直りを支える事業主の方々です。
■再犯防止を支える協力雇用主
　犯罪や非行をした人たち（刑務所出所者等）
　は，再び地域に帰ってきます。
　これらの人たちが再犯に陥らないためには，
　仕事に就いて定着し，責任ある社会生活を送
　ることが重要です。そのためにも協力雇用主
　の皆様の存在が不可欠です。

 無職者と有職者では再犯率が大きく異なります

刑務所出所者等を実際に雇用いただいた場合には，就労奨励金制度など協力雇用主に対する支援措置があります。
まずは，ご連絡ください！登録のお申し込みやお問い合わせは，下記保護観察所まで。

【お問い合わせ先】鹿児島保護観察所処遇部門就労支援担当　℡099-226-1556

（平成25年～29年保護統計年報による）
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